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学部担当科目

・臨床心理学概論
・公認心理師の職責
・心理演習Ⅰ
・心理実践実習Ⅰ・Ⅱ
・心理的アセスメントⅡ
・臨床心理学基礎実習Ⅱ
・健康・医療心理学

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

・投映法特論
・心理教育特論
・臨床心理査定演習Ⅰ
・臨床心理面接特論Ⅱ

授業科目

令　和　4　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本心理臨床学会、日本心理学会、日本リハビリテイション心理学会、日本小児神経学会

難治性身体疾患における心理的問題の研究と支援

臨床心理士・公認心理師の養成のため、奈良大学附属臨床心理クリニックの相談員として、大学
院生の心理臨床の指導を行った。また、学部生の学外実習のため、定期的に巡回指導を行った。

日本公認心理師養成機関連盟理事
大阪府立刀根山支援学校学校運営協議会委員

九州大学大学院教育学研究科博士課程単位取得退学

博士（心理学）

臨床心理学

最終学歴

　【研究上の特記事項】

難治性身体疾患のひとつである筋ジストロフィ―における心理学的研究や心理的支援に関する実
践を行ってきた。
◎2022年度 基盤研究©「 筋強直性ジストロフィーにおける疲労感の解明とヘルスケア行動改善プ
ログラムの開発」
◎2022年度　日本医療開発機構「レジストリと連携した筋強直性ジストロフィーの自然歴およびバ
イオマーカーの研究」

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

人事委員、企画委員、臨床心理クリニック運営委員

大学院博士後期課程
担当科目

通信教育部担当科目 ・臨床心理学



単著

共著

共著

単著

④事例研究の基本と臨床動作
法

①DM1における疲労感の要因

⑤事例検討を礎とした心理臨
床を問う

①事例研究のさらなる発展を目
指して―医学系研究との違いか
ら―

③時代とともに生きる心理的支
援

臨床教育支援セミナーの講師として話
題提供と討論を行った。

（その他）

②～こころの時代～今、心理専
門職に求められるものは

筋ジストロフィーという病気について、告
知をめぐる問題、療養生活について、
心理的支援と心理士の役割について
概説した。サポートグループの立ち上
げと実践についても報告した。

（学会発表）

①青年期Duchenne型筋ジストロ
フィー患者におけるグループ
ワークの実践―参加者の推移と
グループの成長―

②青年期のデュシェンヌ型筋ジ
ストロフィー患者に対するサ
ポートグループの試み

大阪大学人間科学研究科附属「心理
教育相談室」の歴史を振り返り、臨床心
理学教室の変遷について講演を行っ
た。

筋強直性ジストロフィータイプ1（DM1）
の疲労感の高さとQoLの問題につい
て、海外の文献の紹介と調査結果の報
告を行った。DM1は呼吸障害や昼間の
過度な眠気を有するが、それらが必ず
しも高い疲労感の原因とは限らないこと
を指摘した。

医学系研究に心理学の立場から関わっ
た経験をもとに、臨床心理学研究の特
異性と問題点について討論を行った。
役割は指定討論者であった。

日本社会の変貌とともに、心理職への
期待が高まっていることを概説した。ま
た、自身の心理職としての経験から、生
涯学習の重要性を指摘した。

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

①筋ジストロフィーという慢性難
病を抱えること

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

2023, 1

2023, 1

青年期の筋ジストロフィー患者を対象と
したサポートグループを実践した。メン
バー間の信頼形成とともに、主体的提
案がなされるようになり、ピアサポートが
機能するようになった。約2年半の実践
報告である。

上記の論文のグループメンバーに個別
面接を行い、SEIQoL-DWという主観的
QoL測定法を用い評価した。グループ
参加後に、「自分にとって重要なこと」の
項目に、対人指向性を含む内容が増加
した。QoLの改善したメンバーが6名中5
名見られた。

遠見書房　山口智子
著『喪失のこころと支
援』　　第4章

2023, 1

国立医療学会誌『医
療』

国立医療学会誌『医
療』

2023, 2, 12

第41回日本心理臨床
学会研究推進j事業委
員会企画シンジウム

明星大学心理相談セ
ンター公開講演会

大阪大学人間科学部
創立50周年記念2022
人間科学サミットin
Osaka

第30回日本臨床動作
学会学術大会

第50回九州臨床心理
学会

2022, 9, 2～9, 25

2022, 11, 13

2022, 12, 3

2023, 1, 21～1, 29

第9回筋ジストロフィー
のCNS障害研究会

心理臨床教育における事例研究の意
義について講演を行った。事例を引き
受ける責任性、それによって育まれる心
理臨床家としての基本的態度について
語った。

2022, 11, 27


